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北

米

合

衆

園

最

近

の
農
業
波
動

渡

主量

侃

一
九
四
一
年
に
北
米
合
衆
閥
未
曾
有
の
第
三
選
ル
l
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
前
農
務
長
官
ワ
レ
I
ス
副
大
統
領
が
登
場
す
る
。
共
の

昆
ユ
歩
ヂ

1
ル

ア

グ

p
カ
ル
チ
品
-
一
ヲ
ル

γ
ジ
ャ
ス
ト
メ
h
'
h
.

、
、
、
、

二
住
期
間
世
界
恐
慌
の
針
策
新
手
段
と
農
業
調
整
行
政
の
立
役
者
で
る
っ
た
。
巨
大
な
粧
梢
政
策
の
か
ら
く
り
が
彼
等
の
人

気
を
立
て
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
だ
が
そ
の
大
芝
居
も
時
の
運
命
と
か
潮
流
と
か
の
一
徴
候
に
す
ぎ
な
い
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
だ
。

彼
の
岡
で
最
大
の
殻
建
を
遂
げ
た
資
本
主
義
が
や
が
て
自
壊
す
る
と
か
新
し
き
段
階
を
聞
く
と
か
一
五
ふ
の
で
は
た
い
。
多
く
の
産

業
が
興
り
又
亡
ぶ
で
あ
ら
う
。
併
し
全
館
と
し
て
の
経
済
は
滅
び
る
と
と
は
な
い
。
唯
波
動
す
る
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
波
動
の
原
因

が
何
で
あ
る
か
に
閲
す
る
一
一
一
二
の
準
設
を
掲
げ
て
見
ゃ
う
。

ム
ー
ア
は
北
米
合
衆
間
中
部
(
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
谷
〉
の
降
雨
量
が
約
百
年
の
周
期
で
波
動
し
、
共
の
多
い
年
に
農
産
が
豊
か
で
債

格
が
下
落
し
、
共
の
少
い
年
に
農
産
が
少
く
債
格
が
騰
貴
す
る
と
と
D
賓
設
を
試
み
た
。
商
工
業
界
は
此
の
農
業
界
の
債
格
費
動
に

従
っ
て
共
の
慣
絡
を
蟹
や
る
も
の
で
あ
る
と
な
す
。

ワ
レ
ン
及
び
ピ
ア
ソ
ン
は
植
産
畜
産
の
農
産
並
び
に
商
工
業
界
に
渉
ヲ

c
一
生
産
物
一
商
品
其
他
一
事
象
毎
に
澗
特
の
波
動
を
な

も
の
と
す
る
。
共
顕
著
友
例
は
畜
産
で
ブ
各
種
家
畜
の
増
殖
周
期
が
異
る
に
従
ひ
、
そ
れ
を
長
短
の
周
期
と
す
る
波
動
が
あ
る
と
な

す
。
版
は
舵
学
期
間
約
三
ヶ
月
生
長
完
成
約
一
年
で
あ
る
。
牛
は
同
十
ヶ
月
及
三
年
、
又
馬
は
同
十
二
ヶ
月
及
び
四
年
位
で
る
る
。

そ
れ
で
、
阪
の
周
期
は
約
三

l
四
年
、
牛
の
そ
れ
は
七

l
八
年
、
品
の
そ
れ
は
十
年
内
外
で
あ
る
と
云
ふ
(
屡
々
其
傍
位
の
周
期
と
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最
近
の
農
業
波
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い
と
L
H
h
乞
注
意
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
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た
る
や
う
だ
)
。

即
ち
何
等
か
の
刺
戟

で
増
産
が
希
望
さ
れ
て
も
震
現
は
牛
肉

期
後
で
、
共
際
過
度
増
産
に
ょ
っ
-
て
反

勤
と
し
て
の
減
産
希
望
が
起
り
、
波
動

を
繰
返
す
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。

統
計
闘
で
見
る
と
ワ
レ
ン
及
び
ピ
ア

ソ
ン
の
設
の
如
く
各
家
畜
は
そ
れ
ん
¥
1

調
特
の
規
則
正
し
い
波
動
で
共
教
を
増

減
し
共
反
封
に
債
格
を
上
下
し
て
居
る
。

阪
と
羊
と
の
波
動
が
全
く
喰
遣
っ
て
居

る
の
も
面
白
い
。
屠
殺
目
的
(
肉
用
)

家
畜
が
著
し
く
波
動
す
る
に
釣
し
尚
及

乳
牛
の
如
き
生
か
し
て
用
ふ
る
家
畜
は

あ
ま
り
波
動
せ
ぬ
。
併
し
短
期
鑓
化
が

著
し
い
阪
で
も
長
期
費
化
が
な
く
は
な

ワ
レ
ン
・
ピ
ア
ソ
ン
の
理
論
で
は
、
経
済
循
環
白
金
躍
を
遁
十
る
一
般
的
な
る
波
動
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
波
動
欣
態
を

平
均
せ
る
指
数
の
如
き
仮
想
的
た
る
も
白
、
又
は
各
種
波
動
の
位
相
が
一
致
し
た
る
場
合
に
起
る
恐
慌
の
如
き
も
の
、
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。



他
の
一
抵
の
人
々
は
、

ム
ー
ア
の
様
に
気
候
の
費
佑
に
よ
る
と
云
ふ
如
き
明
白
な
る
基
礎
原
閃
を
事
げ
な
い
け
れ

E
も
、
と
に
か

く
景
気
循
環
な
る
現
象
あ
り
と
し
、
個
々
の
波
動
は
そ
れ
に
連
れ
て
起
る
も
の
と
す
る
。

共
白
一
抵
の
人
シ
ユ
ム
ペ

l
ク

h
は
ワ
レ
ン
等
の
家
畜
循
環
説
を
批
評
す
る
、

「
阪
債
は
上
越
の
閥
係
で
殆
ど
完
全
に
預
言
さ
る

る
如
く
で
あ
る
、
即
ち
阪
市
場
は
全
く
供
給
の
費
動
に
支
配
さ
れ
、
其
供
給
費
動
が
亦
全
く
機
械
的
と
見
ら
れ
る
。
併
し
一
般
粧
隣

の
循
環
に
闘
係
友
き
特
殊
循
環
を
詮
明
す
る
と
と
は
未
だ
確
賓
と
は
云
は
れ
な
い
。
阪
慣
闘
形
を
見
る
と
飴
り
に
規
則
的
で
反
肱
の

特
殊
機
構
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。

シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
は
経
済
循
環
読
を
奉
じ
、

ゴ
ン
ド
ラ
チ
エ
ブ
の
護
見
し
た
五
十
年
周
期
、
ジ
ユ
グ
ラ
l
の
同
ヒ
く
十
年
周
期
、

及
び
キ
ッ
チ
ン
等
の
同
じ
く
三
年
周
期
の
、
合
成
に
よ
る
大
小
の
波
動
を
以
て
経
消
費
動
を
説
明
し
諜
測
ぜ
ん
と
す
る
。
種
々
な
る

景
気
政
策
が
有
効
で
あ
る
と
す
れ
ば
波
動
に
乗
っ
た
か
ら
で
る
り
、
共
効
果
が
屡
々
誇
大
に
宣
体
さ
る
L
も
の
と
す
る
。

イ
U
J

ノ
1
ペ
i
シ
ヨ

ν

私
は
共
白
長
短
大
小
の
波
動
の
原
因
が
経
済
界
の
創
始
更
新
に
あ
り
と
な
す
準
設
を
承
服
す
る
と
と
は
出
来
た
い
が
、
何
か
規
則

的
な
長
短
の
波
動
を
起
す
原
因
が
る
り
、
そ
れ
に
各
種
経
済
事
象
が
動
か
さ
れ
て
そ
れ
件
、
h

の
特
有
D
費
動
を
す
る
、
と
考
ふ
る
と

と
は
出
来
る
。

此
鹿
で
は
最
近
米
国
農
業
界
の
波
動
を
描
宙
局
し
多
少
の
分
析
を
試
み
や
う
。

シ
ユ
ム
ぺ

I
タ
l
は
第
一
弐
臥
洲
大
戦
以
後
の
長
期
波
動
に
就
て
次
の
如
く
説
明
す
る
。

「
農
業
開
仲
の
革
新
と
云
ふ
よ
り
は
、
他
の
護
明
を
農
業
に
臨
用
し
た
も
白
、
例
へ
ば
内
燃
機
闘
・
電
力
及
共
鷹
出
・
新
肥
料
の
如
き

が
入
っ
て
来
た
。
然
る
に
此
の
革
新
が
景
気
の
下
降
期
に
於
て
完
全
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
生
産
地
を
移
動
せ
し
め
、
共
の

生
産
費
を
切
下
げ
、
原
生
産
地
を
し
て
競
争
に
堪
へ
ざ
ら
し
め
る
。
戦
争
に
よ
り
て
激
化
さ
れ
た
各
閣
の
競
争
・
閥
税
障
壁
・
需
要
の

ア
グ
ラ
"
ア
シ
ヂ
プ
レ
hv
シ
オ

ν

饗
化
・
牧
穫
の
蟹
動
・
共
他
が
之
に
伴
ふ
て
金
壷
闘
を
編
成
す
る
。
長
期
波
動
の
下
降
期
は
農
業
沈
殺
の
時
別
で
あ
る
。
農
産

物
債
格
の
下
溶
は
貫
債
と
し
て
も
亦
他
物
使
と
比
較
し
て
も
下
る
。
勿
論
そ
れ
だ
け
で
恐
慌
が
来
る
の
で
友
い
。
負
債
の
重
盛
が
感
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米
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北
米
合
衆
闘
最
近
の
農
業
波
動

一
二
三
四

ぜ
ら
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
戟
争
の
矯
め
に
債
格
が
上
っ
た
際
無
用
の
投
資
の
矯
め
の
負
債
が
起
さ
れ
る
。
例
へ
ば
土
地
の
購
入
4

と
か
、
生
産
設
備
の
不
全
完
な
る
蹟
張
と
か
で
あ
る
。

合
衆
閥
会
慨
を
例
に
と
る
と
、
第
一
次
蹴
洲
大
戦
前
ハ
一
九
一

O
年
〉
の
農
場
抵
営
負
債
は
三
十
一
一
一
億
弗
で
あ
っ
た
が
、
職
後
の

一
九
二

O
年
に
は
七
十
八
億
、
二
五
年
に
は
九
十
四
億
と
な
っ
た
。

機
械
の
使
用
及
農
産
物
の
増
加
に
就
て
は
特
に
述
べ
る
必
要
も
な
い
。
人
勢
力
の
能
率
増
進
、
従
っ
て
節
約
に
よ
る
生
産
費
の
切

下
が
債
絡
の
下
落
に
相
臨
歩
る
聞
は
茜
し
い
恐
慌
は
来
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
過
剰
生
産
は
累
積
し
て
世
界
的
恐
慌
を
来
し
た

の
で
る
る
。
」

失
に
一
九
三
三
年
よ
り
一
九
三
五
年
に
到
る
北
米
合
衆
闘
の
経
済
快
復
を
論
じ
て
一
五
ふ
。

「
一
九
二
二
年
に
は
快
復
政
策
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
一
九
三
二
年
に
は
重
要
と
は
な
っ
た
が
決
定
的
に
は
な
ら
た
か
っ
た
。
此

一
九
一
間
年
又
は
一
九
二
九
年
に
資
本
主
J

義
の
完
全
に
新
し
き
段
階
が
聞
け
た
と
も
云
ひ
、
更
に
一
九
三
三
年
金
く
新
し
き
そ
れ
が
幾
分
念
敢
に
聞
か
れ
、
新
し
き
分
析
が
必

聞
に
経
済
循
環
闘
係
が
b
っ
た
か
ど
う
か
、
或
事
者
は
明
白
に
之
を
否
定
す
る
。
併
し
、

要
に
な
っ
た
と
も
一
五
ふ
。
五
回
人
は
原
理
の
問
題
よ
り
は
事
賓
の
問
題
に
接
す
べ
き
で
る
る
。
事
賓
と
し
て
は
大
戦
後
大
恐
慌
に
至
る

間
の
主
要
推
移
が
過
去
経
験
か
ら
の
諜
測
と
一
致
せ
る
も
の
で
る
っ
た
。
五
口
人
は
停
滞
欣
態
を
刺
戟
し
て
品
揚
せ
し
む
る
行
政
操
作

な
し
に
経
済
組
織
自
身
が
快
復
作
用
乞
替
み
得
た
か
と
一
五
ふ
と
と
を
問
ふ
と
と
の
必
要
を
認
め
ぬ
、
如
何
と
な
れ
ば
賞
際
し
た
か
ら

で
あ
る

η
-
一
九
三
二
年
の
経
済
快
復
が
組
織
作
用
の
正
常
経
過
で
な
い
と
信
や
る
も
の
は
フ

l
グ
ア

l
氏
が
潮
流
を
騨
じ
た
と
信
や
る
が

よ
い
、
彼
の
行
政
が
、
政
界
の
小
反
抗
を
除
い
て
は
、
彩
旗
を
醸
か
せ
拍
手
を
受
け
て
登
場
し
た
と
と
に
政
治
心
理
と
し
て
も
賛
同

す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
、
!
機
起
す
る
事
態
の
ど
の
一
つ
も
が
組
織
作
用
。
結
果
で
る
り
、
政
府
操
作
の
効
果
も
皐
に
支
配
す
る
の

で
な
く
支
配
さ
れ
て
起
る
の
で
あ
る
。
政
府
操
作
は
さ
う
す
る
よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
と
一
五
ふ
べ
き
だ
。
論
理
は
と
も
あ
れ
一
六
世



紀
以
来
作
用
じ
一
九
三
二
年
迄
及
ん
だ
経
過
が
一
九
三
三
年
三
月
川
日
に
念
停
止
す
る
と
は
ど
う
し
た
っ
て
考
へ
ら
れ
な
い
。
経
済

の
み
な
ら
や
一
般
の
政
策
が
、
共
の
作
用
せ
ん
と
す
る
経
済
紙
勢
よ
り
護
生
し
且
形
成
さ
れ
る
と
と
を
指
摘
出
来
る
。

プ
ヲ
ン
昌
シ
グ

一
九
三
三
年
春
の
形
勢
は
短
期
乍
ら
強
権
を
し
て
計
葺
制
を
採
用
す
る
か
亦
は
之
を
排
斥
す
る
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
せ
た
。
斯
く

焦
鞘
を
集
中
す
れ
ば
快
復
作
用
に
趨
臆
し
た
立
法
と
然
ら
ざ
る
も
の
を
匝
別
出
来
る
。
賓
際
効
果
あ
り
し
も
の
と
し
て
掲
ぐ
べ
き
は

エ
マ
ゼ
シ
シ
l

お
l
A
オ
ー
ナ
ー

一
九
一
二
三
年
三
月
の
緊
急
銀
行
法
、
同
じ
く
六
月
の
銀
行
法
、
五
月
の
緊
急
農
場
救
済
法
、
六
月
の
白
作
農
融
資
法
、
一
九
三
間
年

一
月
の
農
場
抵
首
金
融
合
枇
法
等
で
停
止
せ
る
金
融
を
動
か
し
所
謂
地
方
勤
倹
を
奨
闘
し
た
に
あ
る
:
・
之
等
の
作
用
が
快
復
を
結
果

し
た
と
一
式
ふ
の
で
は
な
い
、
刺
戟
と
一
五
ふ
よ
り
は
保
件
を
備
へ
て
共
段
。
快
復
作
用
を
笹
ま
し
め
た
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
な
し
に

己
ユ
ウ
ヂ

l
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
カ
パ
リ
l
ア
グ
ト
ア
グ
リ
カ
ル
チ
品
ヲ
ル
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
レ
ト

は
遅
延
ま
た
は
冗
費
を
来
し
た
で
あ
ら
う
。
但
し
新
手
段
、
岡
氏
経
済
快
復
法
、
農
業
調
整
法
等
と
蛾
も
質
的
に
異
る
も
の
で

は
た
い
・
:
彼
等
が
正
常
の
資
本
機
構
を
無
力
に
し
又
は
代
置
し
た
る
部
分
も
ゑ
い
で
は
・
な
い
し
、
闘
民
粧
済
全
睦
と
し
て
は
矯
E
作
J

用
は
し
た
が
、
特
に
建
設
を
-
な
し
た
と
岡
山
は
れ
ぬ
。

農
業
調
整
行
政
は
岡
氏
粧
梢
快
復
政
策
と
具
り
、
緊
急
の
み
な
ら
や
根
本
的
保
件
を
創
造
せ
ん
と
す
る
長
き
改
革
を
念
に
先
頭
に

ホ
ー
か
セ
ー
ル
リ
キ
ヂ
1
シ
ヨ
シ

掲
げ
た
様
の
も
の
で
る
る
。
農
場
の
大
量
的
流
通
、
工
業
界
の
失
業
者
に
し
て
工
業
界
自
身
が
鹿
理
し
得
ざ
る
も
の
の
農
業
へ
の
時

ア

νテ
チ
ブ
ル

出
、
地
方
へ

O
再
移
住
の
促
進
等
が
平
衡
を
快
復
す
る
自
動
的
方
法
で
あ
る
の
に
、
会
く
反
封
で
維
持
し
難
き
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。

セ

グ

タ

ー

ボ

ナ

ヒ

ヂ

即
ち
、
農
業
界
の
尺
度
に
よ
る
不
均
衡
を
、
工
業
界
の
尺
度
に
よ
る
飴
剰
で
、
是
非
と
も
賄
ふ
:
・
之
に
よ
っ
て
善
意
の
農
家
を
破
産
よ

り
救
ふ
潟
め
金
融
し
農
産
物
版
寅
特
に
輸
出
乞
岡
管
化
し
、
生
産
乞
巌
格
計
査
に
従
は
し
め
る
。
之
等
の
方
法
は
違
憲
で
あ
り
民
意

プ
ロ
セ
シ

νグ
タ
mv
キ
ス

に
背
馳
し
、
種
、
々
の
邪
道
に
陥
っ
た
、
特
に
加
工
税
の
齢
層
共
他
に
解
決
の
つ
か
ぬ
問
題
-K
起
し
た
・
:
賓
際
の
効
果
を
分
析
し
難

い
、
(
賀
際
快
復
は
し
た
が
)
日
午
越
に
よ
る
減
牧
は
契
約
減
反
よ
り
効
果
が
あ
り
、
ド
ル
の
減
慎
(
即
ち
物
債
騰
貴
)
が
起
り
又
一
般

的
快
復
が
あ
っ
た
か
ら
と
一
式
ふ
方
が
員
に
近
い
・
:
努
力
さ
れ
た
煙
車
政
策
は
カ

1

・
ス
ミ
ス
法
に
表
現
さ
れ
効
果
甚
大
と
呼
ば
れ
る

が
需
要
の
著
増
が
有
利
に
働
い
て
居
り
、
酪
農
政
策
は
(
不
景
気
の
際
は
酪
農
が
よ
い
の
だ
か
ら
)
大
し
て
必
要
が
-
な
か
っ
た
・
:
小

北
米
合
衆
図
最
近
の
農
業
波
動

ヨ1:
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一一一-~ ノ、

委
政
策
は
一
九
三
三
年
か
ら
コ
一
六
年
起
の
卒
越
で
債
格
騰
貴
の
結
果
は
得
た
、
小
委
作
農
家
の
貫
ハ
弛
は
加
工
税
に
よ
り
て
賄
は
れ
た

る
三
億
二
千
六
百
寓
弗
に
な
る
恩
基
金
が
補
助
と
注
目
J

た
様
の
も
の
で
あ
る
。
綿
花
だ
け
は
自
然
的
障
碍
が
な
く
、
パ
ン
ク
ヘ
ッ
ド

法
共
他
の
強
行
に
よ
っ
て
減
段
が
行
は
れ
ハ
一
九
三
三
年
の
反
別
が
一
九
三
四
!
三
五
年
に
は
四
分
一
械
と
な
っ
た
)
一
九
二
九
|

コ
二
年
の
聯
邦
農
務
局
買
上
貯
蔵
品
三
百
寓
梱
が
市
場
を
塵
迫
し
た
に
か
L
は
ら
や
債
格
が
二
倍
に
昇
っ
た
の
で
あ
る
、
即
ち
有
効

だ
っ
た
が
向
貨
幣
政
策
の
結
果
で
も
あ
ら
う
・
:
之
等
農
業
政
策
は
結
局
九
億
弗
と
云
ふ
冗
費
を
初
期
に
は
自
給
出
来
る
と
補
し
た
が

イ

νカ
」
ゼ
ネ
レ
シ
l
ヨ

ν

出
来
な
く
・
な
っ
て
園
庫
に
課
し
た
:
・
之
を
要
す
る
に
政
府
の
牧
入
創
建
の
効
果
を
謬
な
く
見
せ
る
徴
候
を
蒐
集
す
る
と
と
が
出
来

る
、
に
も
か
L

は
ら
や
統
計
闘
は
、
之
等
の
要
素
な
く
し
て
快
復
し
た
る
場
合
と
、
大
差
な
き
も
の
で
あ
る
・
:
共
放
に
小
な
る
波
動

を
平
均
し
て
見
る
と
費
用
投
下
の
効
能
は
大
で
・
な
か
っ
た
と
考
へ
得
る
、
少
く
も
費
用
投
下
が
大
ゑ
る
効
果
を
泉
げ
る
と
一
五
ふ
考
へ

ス
ベ
キ
ユ
ラ
チ
フ

方
よ
り
、
正
常
快
復
の
護
展
を
考
へ
る
方
が
よ
り
安
全
ハ
投
機
的
で
な
い
)
と
考
へ
ら
れ
る
。
」

以
上
の
庖
論
か
ら
す
れ
ば
経
情
政
策
の
効
果
は
時
運
の
如
何
に
よ
る
も
の
で
る
っ
て
、
根
本
的
に
大
勢
を
動
か
す
と
と
な
ど
は
出

来
な
い
も
の
で
あ
る
。
果
し
て
探
る
や
は
事
貫
を
分
析
し
て
も
容
易
に
は
決
し
難
い
も
の
で
あ
ら
う
。

此
慮
で
は
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
l
等
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
た
以
後
、
即
ち
一
九
三
五
年
以
後
の
農
業
界
の
欣
態
を
管
見
し
ゃ
う
。
ゆ

エ
ー
カ
ー

一
九
三
九
年
の
牧
穫
面
積
は
左
の
如
く
(
面
積
間
単
位
千
瞥
以
下
同
断
)
順
位
で
列
べ
ら
れ
る
。

綿燕小牧玉

八八、八
Q
旦

六九、コ四五

亘革、六九六

一室、(〕品。

一三、九一一八

開

勾

黍

姿

三

一

、

穴

Q

O

E

腕
〈
穏
用
)

草

(

全

部

)

黍

八

、

。

霊

感

草

委

ハ

同

)

立

問

、

三

六

落

花

生

京

営

委

昼

、

八

一

一

茶

立

花

鈴

馨

草

、

口

口

一

一

紅

立

之
伊
寸
の
内
玉
萄
一
泰
・
牧
草
・
燕
姿
・
大
姿
・
笥
黍
・
雷
変
・
大
一
旦
等
が
主
と
し
て
円
象
者
飼
料
た
る
も
の
で
る
る
か
ら
、
驚
く
べ
き

一一、一一八四
一、品問。
一、八思九
一、五五回
一・
2
六
車

百官米

一、(〕一完九一一品

馬宮大局大

茶

玄
m
毘
偏
重
で
あ
る
。
之
で
飼
は
れ
る
家
高
頭
数
は
一
九
四

O
年
一
月
一
日
現
在
(
単
位
千
頭
)
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乳 馬会会会

及

午 l畷羊豚牛

数
六八、占六九

且八、
t
一一一}

呈問、四-省一一一

一四、内三品

=一品、=一一二回

大

家

玄
同

穀
物
消
費
家
苔
換
算
計

乾

掌

!nJ 

入

五

燈

重

換

算

計

鶏
を
合
む

同

全
人
口
一
入
賞
一
乳
牛
の
割
合
の
家
蓄
あ
り
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。

備
A 

換

算

数

一一品、間二回

七九、一夫四

九一、(〕四六

一塁内、いき}一口

考穀
物
消
費
家
畜
換
算
は
乳
牛
一
、
他
牛

0
・
五
一
、
豚

0
・
八
七
、
羊

0
・
0
四
、
馬
及
駿
一
二
四
の
係
数
を
用
ふ
、

'B

乾
草
消
費
家
玄
同
換
算
は
乳
牛
一
、
他
牛

0
・
七
五
、
羊

0
・
二
一
、
馬
及
駿
一
と
す
、

ヘ
A
B
の
平
均
が
会
換
算
数
に
近
い
)
、

D
鶏
は
百
初
に
付
閥
・
五
と
し
て

A
に
加
ふ
、

家
奮
の
農
場
低
伎
は
同
十
九
億
弗
位
で
あ
る
、
外
に
二
億
六
千
宮
内
沸
債
の
鶏
が
居
る
。

斯
く
計
算
し
た
る
家
斎
頭
教
に
封
比
し
て
飼
料
は
如
何
程
生
産
せ
ら
れ
た
か
と
云
ふ
に
弐
の
統
計
が
見
ら
れ
る
。

年

九九九九九九九

五四三二一 O 九 次

山

本

玄

同

}

穀

物ペ
封
皮
〉
一、一品九四

一、八八六

一、八回一

一、五九六

一、穴早屯

一、
E
G八

一、占六八

北
米
合
衆
図
最
近
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農
業
波
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事
位
常
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乾
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ト
シ
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一
、
六
八
五
一
一
、
一
=
九

一
、
六
五
-
、
回
=
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一
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一
、
六
八
六
一
一
、
吉
一

一
、
六
ニ
四
一
一
、
乙
四
九

一
、
四
六
占
一
一
、
(
〕
U

毛

一
、
五
五
六
一
一
、
口
一
言
一

一
、
宅
五
一
一
、
一
一
五

年

次

九九九九九九九

二一 O 九八七六

放
牧
地
成
績
(
M
m
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九九九九

一一一一、、、、
ごユプて町一 区司
亡コ Cコミ三 -e 
戸恒 ，ヘ ヨ玉三 フ均

、、、
亡コーノ、 C

完喜美 8

..... -e三三プマ
フ均一己 Eコ三E
・こユ 亡コ /、 -e - 一一

九九九

一一一一一一一一一

九八七

一一一、、、
/、/<. -白
亡コ 区ヨ Rヨ
ごコ歩" cコ←一一一

三一一一八

一、一四三

一、旦一孟一

一、一石一一

き会主

六五四三

此
の
去
で
見
ら
れ
る
と
と
は
一
九
三
同
年
ハ
昭
和
九
年
〉
及
一
九
三
六
年
(
昭
和
十
一
年
〉
の
学
魁
で
家
蓄
飼
料
の
牧
穫
が
茜
だ

少
か
り
し
こ
と
で
あ
る
。
此
の
旦
干
魁
は
玉
罰
黍
・
春
播
小
委
・
同
大
安
・
燕
委
任
寸
に
も
著
し
い
影
響
、
古
川
ハ
へ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

各
種
家
畜
の
頭
数
を
激
減
し
共
の
債
格
を
高
め
て
居
る
。
唯
全
て
の
午
の
顕
教
の
如
き
減
少
の
周
期
に
あ
っ
た
の
で
共
の
傾
向
を
跡
、

め
た
立
け
で
あ
る
。
而
も
豚
よ
り
も
慣
格
費
動
へ
の
影
響
を
大
に
受
け
て
居
る
様
だ
。

穀
物
中
間
積
最
大
た
る
玉
萄
黍
(
綿
瞳
)
の
統
計
は
共
の
如
く
で
あ
る
。

手rr-

ヨた

穫

牧

商

九九九九九九九九九九九九

O 九八七六五四三二一 O 九

九八、一四五

一(〕一、正早均

一〔)三、一軍軍

一〔〕
O

、三四五

一〔)一、一一三

一0
0
、四一=〕

一〔)一、一一一一一三

九九、同宗一一

九八、一一室占

一口。、旦=一六

九品、八口正

一(〕一、四六且
積

方文

雪長

商

平責一 一一向一 一一一
正吾九プマ 00八 Z
/、三三三呈玉三〆、ミユオ"

牧

穫

官
同

千
物

=、中ハ品目ハ、一品回

t

一、(〕占{〕、ー門口四

=、九一てハ、四回ニ

=、占(〕占、一言内

ニ、八九唱革、一克一一

=、一一一一旦、一一一
s

z
、占九八、一旦宍七

一一、車問穴、九也一一

一一、内一六、一一一
0

2

、六六
E

、五一穴

己、五一一一、(〕旦一一

己、(〕八(〕、一日一一

F吉
~ 

蛍

4父

量

物

品

目

川

軍

備

2
0
・一
E
l
翌九・一軍〉
一五一・置
ぢ一・一
墨田・一品
七六・占一
八回・口一

一口五・ベ一
占一・
c

h

唱回・九
八日品・
A

ハ
四
a

。↑
七九・九)

車九・六一
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九九九九九九九九九

九八七六五四三二一

一、一室七
一、四八四

ニ、一品六回

占、四旦ニ
一六.五六八

七、
E
L
4
九

口、六口一
一、四六七

ニ、中八九八

一一四・一一
一一六・五一
一一一一・さ
一五・八一
一一回・
0

一内・ユ一
ニ八・一一一
一石・一一一
一一九・一品一

=、乏
Z
A
一一一

一寸九一品一、一一八一一

=、旦九九、六世一一一一

一、四六一、一一一塁

一て
J
S
=一、七四品

一、一品口晶、〔〕八九

コ、六昌一、一一八四一

=、一去ハ一一、一九抱一

=、六一九、一正抱一

芸一・
4

一
二
了
与

さ一・三一
八一・五
六五・五
一口四・昆
さ一・
o

置(〕・四

玉
萄
黍
の
栽
培
面
積
の
増
減
は
小
姿
よ
り
は
遅
れ
る
。

玉
萄
黍
の
主
た
る
用
途
は
家
畜
飼
料
で
あ
っ
て
子
賞
の
み
な
ら
や
窓
枠
も
。

用
ひ
ら
る
L
と
と
は
人
も
知
る
。
播
種
さ
れ
た
面
積
中
放
棄
さ
る
!
?
も
の
は
小
委
の
場
合
よ
り
茜
だ
少
な
い
。
之
れ
は
必
中
し
も
不

作
が
な
い
か
ら
で
な
い
と
と
は
酵
営
牧
量
に
は
大
友
る
費
化
が
あ
る
と
と
で
知
ら
れ
る
。
収
量
が
悪
く
て
も
家
畜
を
放
牧
し
て
保
食

せ
し
め
る
様
の
方
法
で
牧
穫
す
る
と
と
に
友
る
の
で
あ
る
。

収
量
の
蟹
化
が
慣
格
に
及
ぼ
す
影
響
は
茜
大
で
あ
る
。
囲
内
需
要
を
主
と
し
叉
外
岡
と
の
闘
係
が
少
い
か
ら
、
小
委
よ
り
慎
格
嬰

化
が
起
し
い
の
で
あ
る
。

2
1
hザ
ホ

少

グ

レ

l
シ
ヨ

玉
萄
黍
豚
債
俗
比
と
云
ふ
も
の
が
計
算
さ
れ
る
、
版
生
髄
量
一

0
0
ポ
ン
ド
の
債
格
に
相
官

T
る
玉
舗
黍
の
ブ
ッ
シ
ェ
ル
教
で
あ

る
。
最
近
の
此
の
北
慣
は
、
阪
慣
に
激
し
い
蟹
化
が
な
い
と
と
に
よ
っ
て
、
大
館
玉
山
勾
黍
債
格
の
逆
数
で
あ
る
。
阪
慣
は
玉
樹
黍
償

格
に
追
随
す
る
。
即
ち
玉
県
明
黍
債
格
が
騰
貴
す
れ
ば
豚
の
飼
料
と
し
て
の
利
用
が
減
じ
、
販
の
供
給
が
減
じ
、
共
債
格
を
高
め
る
と

一
五
ふ
経
過
の
故
で
あ
ら
う
。

次
に
小
委
は
左
の
如
く
ず
あ
る
。

北
米
合
衆
閥
最
近
の
農
業
波
動

九
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小
委
の
増
減
産
は
、
欧
洲
戦
争
末
及
後
期
、
所
謂
繁
柴
の
末
期
及
最
近
に
起
っ
て
居
る
、
約
十
年
間
隔
で
あ
る
。
市
し
て
夏
小
姿

北
米
合
衆
隣
最
近
の
農
業
波
動

一一一四一



北
米
合
衆
岡
最
近
の
農
業
波
動

一一一凶二

ア

己

品

ア

ル

ロ

』

包

ν
z
ア
ル

即
ち
春
播
小
姿
の
増
反
が
越
で
、
h
h
J

小
姿
即
ち
秋
括
小
委
の
そ
れ
が
遅
く
な
っ
て
居
る
。
一
年
生
と
二
年
生
と
の
作
物
と
し
て
の
趨

臆
性
の
差
と
云
ふ
べ
き
か
。

北
米
合
衆
閣
の
農
産
上
統
計
上
注
意
す
べ
き
は
収
穫
商
積
に
重
き
を
置
き
(
播
種
面
積
は
諜
想
的
に
報
告
さ
れ
る
が
次
の
放
棄
商

積
を
出
す
に
用
ひ
ら
る
L
程
度
の
も
の
で
あ
る
)
特
に
委
類
で
放
棄
同
積
が
E
大
友
と
と
で
あ
る
。
放
棄
の
原
凶
は
秋
播
小
市
役
の
b
h
J

損
及
秋
播
春
播
北
ハ
に
卒
越
で
あ
っ
て
低
減
さ
れ
た
る
牧
穫
面
積
首
り
の
牧
田
瓦
も
亦
少
な
い
。
慣
絡
闘
係
も
放
棄
の
決
定
に
は
参
加
す

一
九
三
四
年
及
三
六
年
に
春
播
小
委
で
五

O
M
m以
上
、
秋
播
小
委
で
二

O
d
m以
上
が
放
棄
さ
れ
た
。
秋
播
小
委
で

(
本
邦
農
業
な
ど
か
ら
見
れ
ば
想
像
も
及
ば
ぬ
不
経
済
で
あ
る
)
慎
格
は

る
の
で
あ
ら
う
。

は
ご
二
一
一
年
及
三
五
年
に
三

O
d
m内
外
放
棄
さ
れ
て
居
る
。

増
産
の
際
之
に
少
し
遅
れ
て
下
落
し
減
産
の
場
合
直
ち
に
騰
貴
す
る
様
だ
。
之
れ
は
貯
減
持
越
と
闘
係
が
あ
ら
う
。

-
択
は
綿
花
で
あ
る
。
此
の
作
物
は
中
南
部
で
作
ら
れ
労
働
と
資
本
を
集
約
に
用
ふ
。
附
労
働
は
人
も
知
る
黒
人
の
そ
れ
、
資
本
は
人

道
肥
料
で
之
れ
は
北
米
合
衆
岡
使
用
量
の
年
分
に
及
ぶ
と
一
五
ふ
。
屡
々
連
作
さ
れ
る
。
ハ
い
づ
れ
も
工
欝
栽
植
作
物
の
特
徴
で
あ
る
)

耕
作
さ
れ
た
も
の

L
放
棄
さ
る
L
と
と
は
著
し
く
少
い
。

一
九
三
三
年
に
約
三
分
一
の
放
棄
が
あ
っ
た
の
は
全
く
の
例
外
で
あ
る
。
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四
四
、
六
白
八

正
八
、
一
一
回
一
一

回
ユ
、
四
一
品
一
回

四
丘
、
一
三
一
一

回
一
一
、
四
四
回

目

7
ハ
、
指
口
回

一
室
、
八
九
一

一
克
、
旦
八
回
一

一
エ
ハ
、
八
六
六

一
石
、
車
〔
〕
九

ニ
九
、
品
一
章

王
国
一
、
穴
ニ
一
一

=
回
、
一
一
四
八

一一=一、・

2
八

一、一一一一二

一
、
一
千
九

一
、
一
色
昌

一
、
=
一
六

八
八
五

回
口
六

六

o=
一

一
O
、
八
六
五

九
九
回

埠
旦
四

八占一一

四
六
七

抱一品〔〕

九
O
四

之
等
を
通
じ
て
知
り
得
る
と
と
は
、
作
物
や
家
蓄
の
種
類
に
よ
っ
て
異
る
が
、
市
場
供
給
量
の
費
動
は
慣
格
に
費
動
を
及
ぼ
す
と

と
、
又
債
格
費
動
は
市
場
供
給
を
饗
動
す
る
と
と
で
あ
る
。

減
す
る
か
ピ
政
策
上
の
最
大
問
題
で
あ
る
)

(
之
は
均
衡
経
消
息
の
揃
間
別
で
あ
る
、
唯
如
何
に
し
て
市
場
供
給
を
増

い
ま
上
掲
各
作
物
の
月
別
債
格
鑓
動
の
柳
か
な
る
分
析
を
試
み
て
此
の
稿
を
了
る
と
と
に
し
ゃ
う
。
原
資
料
は
北
米
合
衆
閤
農
務

グ
ロ

V
プ
エ
シ
ド
マ

1
ケ

沙

ト

ロ

ガ

リ

ス

ミ

ウ

グ

ス

ケ

ー

ル

省
年
報
ハ
一
九
二
八
年
分
)
及
び
同
作
況
及
市
況
一
九
三
八
年
及
三
九
年
十
二
月
分
に
よ
る
。
共
月
別
慣
格
を
劉
敢
規
劃
で
表
示
す

セ
キ
ユ
ラ
l
ト
レ

νド

る
。
弐
に
手
拙
法
で
調
和
曲
線
を
引
き
之
を
長
期
傾
向
と
ナ
る
。
共
存
蹄
周
期
は
十
五
年
位
と
見
ら
れ
る
。
次
ぎ
に
調
和
曲
線
と
原

セ
h
M
h
a
-

一フ

1
ト
レ
ン

F
レ
シ
オ

賄
と
の
闘
上
の
距
離
即
ち
百
分
率
を
以
て
長
期
援
勤
比
と
な
し
共
の
折
線
を
作
り
更
に
手
拍
法
で
第
二
次
の
調
和
曲
線
を
引
く
。
之

は
短
期
襲
動
で
る
っ
て
六
年
又
は
九
年
の
再
師
周
期
白
も
の
で
あ
る
。
此
の
曲
線
と
折
紘
と
の
同
様
園
上
の
距
離
即
ち
百
分
率
を
以

北
米
合
衆
閥
最
近
の
農
業
波
動

一
ユ
間
三



北
米
合
衆
闘
最
近
の
農
業
波
動

三
四
四



て
短
期
鐙
勤
比
と
友
じ
、

シ
I
ゾ
ナ
バ
フ
ラ
グ
ユ
チ
エ

1
シ
ヨ

ν

之
を
折
献
と
し
た
も
の
が
季
節
鑓
勤
で
あ
る
。

之
で
見
る
と
綿
花
が
最
も
規
則
的
、
な
六
年
周
期
政
勤
を
示
し
、
又
柏
k

早
く
欝
化
す
る
。
五
割
黍
が
之
に
次
い
で
居
る
。
小
委
は

六
年
周
期
が
明
瞭
で
な
く
九
年
位
の
礎
化
を
す
る
棋
に
見
え
る
。
各
作
物
の
慣
格
務
化
に
は
か
な
り
一
様
性
が
る
り
一
般
粧
掛
循
環

を
説
明
す
る
様
で
あ
る
。
川
川
し
注
パ
の
各
に
特
異
性
は
認
め
ら
れ
る
。

プ
ロ
セ
シ

νグ
タ
山
γ
キ
ス

農
業
調
整
行
政
が
、
最
初
減
段
契
約
及
之
に
伴
ふ
奨
助
金
を
農
民
に
交
付
す
る
と
と
、
而
し
て
共
財
源
を
加
工
税
に
求
め
た
が

結
局
一
般
財
政
の
負
棺
に
蹴
し
た
と
と
、
及
加
工
税
を
被
せ
ら
る
L
商
工
業
者
か
ら
の
訴
で
連
諸
と
の
判
決
が
あ
り
停
止
さ
れ
た
と

y
イ
凶
作
コ

h
J
4
1
ベ
1
シ
ヨ

ν

と
迭
に
地
力
維
持
と
一
五
ふ
奨
働
政
策
に
蟹
じ
た
と
と
の
詳
細
は
裁
に
越
べ
た
い
。

農
民
は
先
づ
大
に
調
整
行
政
に
努
力
し
た
が
後
協
力
の
程
度
を
減
ピ
た
。
減
段
の
せ
い
も
あ
っ
た
ら
う
が
共
以
上
に
芋
憾
の
影
響

が
あ
っ
て
債
格
が
快
復
し
再
び
増
段
す
る
に
王
っ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
イ
リ
ノ
イ
州
農
民
の
玉
均
黍
減
段
者
数
は
一
九
三
四
年
に

六
二

μ
で
あ
っ
た
が
一
九
三
七
年
に
は
一
二
八
%
ー
と
な
っ
た
。
農
民
は
最
初
奨
働
金
で
利
益
し
た
が
後
に
は
さ
う
行
か
た
か
っ
た
。
ハ
農

民
は
奨
働
金
を
も
利
寄
的
に
見
る
。
)
尤
も
最
近
に
は
再
度
増
段
に
よ
っ
て
か
又
は
循
環
的
に
か
債
格
は
下
っ
て
来
た
。

ω

地
力
維
持
の
矯
め
中
耕
作
物
を
少
く
し
牧
草
を
多
く
す
る
と
と
は
綿
花
地
帯
の
小
農
民
特
に
小
作
農
民
は
喜
ば
ぬ
が
、
有
毒
農
業

地
帯
で
は
普
及
し
た
。
各
地
の
農
業
は
多
角
化
の
傾
向
を
示
し
た
。
例
へ
ば
玉
局
黍
地
帯
で
小
姿
を
増
し
小
菱
地
帯
で
萱
科
牧
草
を

輪
作
に
入
れ
る
如
き
で

b
る
。
併
し
と
れ
も
目
千
魁
等
の
試
練
-K
艇
な
け
れ
ば
た
ら
友
か
っ
た
。
賢
際
播
種
し
て
も
生
育
し
・
な
か
っ
た

所
が
あ
る
。
而
も
主
要
生
産
地
帯
で
減
じ
た
も
の
は
他
に
於
て
増
加
し
た
傾
向
が
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
如
何
な
る
政
策
も
自
然
力
以
上
に
大
友
る
作
用
を
及
ぼ
し
仰
な
い
、
作
付
段
別
を
減
ぜ
し
む
る
政
策
よ
り
は
目
千

越
の
作
用
力
が
強
く
、
農
民
を
減
や
る
政
策
よ
り
は
口
千
越
に
よ
る
農
民
の
逃
亡
の
方
が
影
響
が
茜
し
い
。
而
も
共
芋
越
の
脅
威
が
増

し
た
理
由
が
農
業
機
械
の
護
桂
や
戦
ω
ず
に
よ
る
農
盾
物
首
裂
の
増
進
に
る
る
と
す
れ
ば
再
び
経
済
波
動
の
問
題
に
師
ら
ね
ば
・
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。北

米
合
衆
岡
最
近
の
農
業
波
動

!s:l 
五
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